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おことわり：スライド50枚目の放出量の単位に誤りがありました。3箇所で「万トン/秒」となっておりましたが、正しくはす
べて「m3/秒」でした。現在は修正されております。
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本資料分析の要点
S 日本海に抜けて温帯低気圧となった台風7号、勢力の強い太平洋高気圧、オ
ホーツク海高気圧等の影響により、2018年7月5日から8日にかけて、西日本
全体に大量の降水をもたらした。

S 瞬間的な降水強度ではさほど統計的に珍しいものではないものの、24時間
継続雨量において、一部の流域では数百年に一度の規模の降水をもたらし、
西日本の多数の地域で洪水氾濫・土石流被害をもたらした。

S 本分析では、特に大きな氾濫が発生した高梁川（岡山県）・肱川（愛媛県）に
着目し、資料分析を行った。

S 高梁川では、小田川との合流地点近辺にて、7月7日0時ごろより、小田川左
岸堤防が決壊したことを中心に、真備町の約9km2が浸水した。その結果、数
十人の死者が出た。

S 肱川では、矢落川との合流地点近辺にて、7月7日9時ごろより、合流点付近
の暫々定堤防からの越水等により、大洲市の約6km2が浸水した。氾濫によ
る直接的な死者は出なかった。
T 加えて肱川では、上流の野村ダムの下流の西予市野村地区にて河川氾濫が発
生した。その結果、数名の死者が出た。

S 本分析では、主に上記の2つの河川氾濫について、状況と原因を分析し、死
者数との関係について考察を行った。

S また、東大が試験開発している氾濫予測システムにおいて、上記2つの氾濫
の危険性を24時間以上前から予測することが可能であることを示した。
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1. 気象概況
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気象概況
S 6月29日に日本の南海上で発
生した台風7号は、7月4日に
日本海で温帯低気圧に変わっ
た。台風7号によりすでに非常
に湿った空気が供給されてい
るところに、7月5日以降は西
日本に前線が停滞。前線の南
側には多量の水蒸気が流れ
込む状態が続いた。

S 日本の南東海上には勢力の
強い太平洋高気圧があり、高
気圧の縁を周って流れ込む
湿った空気が前線の活動を活
発化した。

S 前線は8日にかけて居座り、西
日本から東海地方にかけて長
時間、広範囲に渡り活発な雨
雲が流れ込み続けた。

（気象庁）

参考
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2018/20180713/jyun_sok
uji20180628-0708.pdf
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停滞の理由
S 前線が停滞したことが大雨を長
引かせた。

S この理由としては、台風7号から
変わった温帯低気圧が日本海
を抜けた後、日本の北側でオ
ホーツク海高気圧が強まり、南
側の太平洋高気圧との間で南
北の温度傾度が高くなった。こ
の間で前線が活発化した。さら
には上空の亜熱帯ジェット気流
が日本の東で北に蛇行し、前
線が停滞する状態が持続した。

S 7月上旬の海面水温は日本海
や日本の東海上で、平年と比
べて2℃前後高く、海上からの
暖かい水蒸気が雨雲を発達さ
せた一要因と言える。

（気象庁）

参考
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2018/20180713/jyun_sok
uji20180628-0708.pdf
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雨量
S 時間雨量としては極端に多
くなかったが、48時間雨量は
全国の123地点、72時間雨
量は119地点で観測以来最
も多くなり、広い範囲で長い
時間大雨となったことが分
かる。

S 降り始めからの積算雨量（6
月28日～7月8日）は、四国
地方で1800ミリ以上、東海
地方で1200ミリ以上となるな
ど7月の月降水量平年の２
～4倍に達した。全国で最も
多くなったのは、高知県安芸
郡馬路村魚梁瀬で1852.5ミ
リ。

（気象庁）
参考
http://www.data.jma.go.jp/obd/stats/data/bosai/report/2018/20180713/jyun_sok
uji20180628-0708.pdf
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流域平均24時間最大雨量の水系別再起年数
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高梁川

肱川
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大被害のあった高梁川・肱川での降水の再起年数

7月1日 7月2日 7月3日 7月4日 7月5日 7月6日 7月7日

川辺

(高梁川)
1 1 1 3.2 62.0 1416.8 1.8

瀬ノ下

(筑後川)
1 1.0 1.0 1.0 22.1 85.3 1

荒瀬

(肱川)
1 1.0 1.0 1.0 3.4 128.6 9.2

7月1日 7月2日 7月3日 7月4日 7月5日 7月6日 7月7日

川辺

(高梁川)
1 1.0 2.3 203 2161.3 148.7 3.4

瀬ノ下

(筑後川)
1.0 1.0 1.0 13.4 40.0 11.7 1.4

荒瀬

(肱川)
1.0 1.0 1.0 4.5 144.1 126.1 1.0

流域平均48時間最大降水量再起年数

流域平均24時間最大降水量再起年数
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2. 河川水文状況
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高梁川水系
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流量： 63.93 m³/s
延長： 111 km
流域面積： 2,670 km²

http://www.mlit.go.jp/river/basic_info/jigyo_keikaku/gaiyou/seibi/pdf/takahashigawa77-1.pdf

×
日羽

× ×

東三成
酒津

千屋ダム

河本ダム
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高梁川実況ハイドログラフ
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小田川決壊（0時頃）

• 雨量のピークは6日15時頃と20時頃。
• 小田川左岸の決壊は同日24時頃。
• 東三成の水位が酒津の水位に追従している
（酒津での水位が下がるまで東三成の水位
が下がらない）ことから、小田川（及びその支
川）でのバックウォーター発生が示唆される。

※小田川

小田川決壊（0時頃）
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肱川水系
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流量： 38.62 m³/s
流域面積： 1,210 km²
延長： 103 km

野村ダム

鹿野川ダム
×

×
×

大洲第二

畑ヶ谷

新谷
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肱川実況ハイドログラフ
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• 雨量のピークは7日3時〜5時頃。
• 東大洲地区の暫々定堤防からの越水が確認
されたのは8:59。

• 肱川の大洲第二では12時過ぎまで水位が上
昇しているが、矢落川新谷では氾濫発生前か
ら水位が減少に転じていることから、矢落川
へのバックウォーターは発生していない

矢落川肱川合流部
越水（9時頃）

矢落川肱川合流部
越水（9時頃）
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3. 予警報状況

P40以降の予測可能性の項にて使用。ここでは、実績データのみを表示。
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高梁川（小田川）予警報（1/5）
小田川（高梁川） イベント

気象庁

倉敷市 その他の行政
指定河川洪水予

報 警報：岡山県 警報：倉敷市

2018-07-05 10:33
岡山県に洪水注意

報

倉敷市に洪水注意
報

倉敷市に大雨注意
報

2018-07-05 14:00
気象庁による、西日本と東日本における８日頃にかけての大雨について、厳重な警戒呼びかけ

https://www.jma.go.jp/jma/press/1807/05b/kaisetsu2018070514.pdf
2018-07-05 14:19 岡山県に大雨警報
2018-07-05 15:39 岡山県に洪水警報
2018-07-05 18:30 倉敷市に大雨警報
2018-07-05 19:40 倉敷市に洪水警報
2018-07-05 23:00 倉敷市災害対策本部設置

2018-7-06 10:30
気象庁会見、今後の大雨特別警報を発表する可能性に言及（2014年7月沖縄の台風8号以来の事例）

http://www.jma.go.jp/jma/press/1807/06a/kaisetsu2018070610.pdf

2018-07-06 11:30
「避難準備・高齢者等避難開

始」発令

2018-07-06 17:50
奈義町124世帯

298人に避難勧告

2018-07-06 18:00

美咲町1035世帯
2464人に避難勧

告

2018-07-06 18:25

美咲市6019世帯
12464人に避難準
備・高齢者等避
難開始

2018-07-06 18:30
吉岡川・倉敷川水系に「避難準
備・高齢者等避難開始」を発令
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高梁川（小田川）予警報（2/5）
小田川（高梁川） イベント

気象庁

倉敷市 その他の行政
指定河川洪水予

報 警報：岡山県 警報：倉敷市

2018-07-06 18:55

岡山市2139世帯
4981人に避難勧

告

2018-07-06 18:55
津山市に避難勧

告

2018-07-06 19:20

勝央市に避難準
備・高齢者等避
難開始

2018-07-06 19:40:00

岡山県に大雨特
別警報

広島県に大雨特
別警報

2018-07-06 20:05

井原市620世帯
1500人に避難準
備・高齢者等避
難開始

2018-07-06 21:00
高梁市に避難勧

告

2018-07-06 21:05

浅口市に避難準
備・高齢者等避
難開始
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高梁川（小田川）予警報（3/5）
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小田川（高梁川） イベント

気象庁

倉敷市 その他の行政
指定河川洪水予

報 警報：岡山県 警報：倉敷市

2018-07-06 21:50:51

【指定河川洪水
予報】小田川の
矢掛水位観測所
（小田郡矢掛
町）では、6日
22時頃に、避難
勧告等の発令の
目安となる「氾
濫危険水位（レ
ベル４）」に到
達する見込みで

す。

早島町1世帯4人
に避難指示（緊

急）
2018-07-06 22:00 真備全域に避難勧告

2018-07-06 22:20:22

小田川の矢掛水
位観測所（小田
郡矢掛町）では、
6日21時50分頃
に、避難勧告等
の発令の目安と
なる「氾濫危険
水位（レベル
４）」に到達し
ました。

2018-07-06 22:26
玉野市に避難勧

告
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高梁川（小田川）予警報（4/5）
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小田川（高梁川） イベント

気象庁

倉敷市 その他の行政
指定河川洪水予

報 警報：岡山県 警報：倉敷市

2018-07-06 22:30

岡山市2139世帯
4981人に避難勧

告
里庄市4476世帯
11169人に避難勧

告

2018-07-06 22:31
鏡野市4世帯7人
に避難勧告

2018-07-06 22:40

【大雨特別警報】
北部、岡山地域、
倉敷地域、井笠地
域、高梁地域に特
別警報を発表して
います。

2018-07-06 22:54
高梁市に避難勧

告

2018-07-06 22:54
新見市に避難勧

告
2018-07-06 23:05

2018-07-06 23:45
真備地区、小田川の南側に避難

指示

2018-07-07 0:30
津山市に避難勧

告
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高梁川（小田川）予警報（5/5）
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小田川（高梁川） イベント

気象庁

倉敷市 その他の行政
指定河川洪水予

報 警報：岡山県 警報：倉敷市

2018-07-07 0:30:41
小田川氾濫発生情

報

小田川では、倉
敷市真備町箭田
付近において氾
濫が発生しまし
た。（レベル
５）

2018-07-07 1:30
真備地区・小田川の北側に避難

指示
2018-07-07 1:30 足守川水系に避難勧告

2018-07-07 4:00

【＊土砂災害】広江７丁目コス
モタウン広江団地、くすのき団
地、広江６丁目広江スカイタウ
ンに避難指示（緊急）

2018-07-07 15:10 岡山県に大雨警報倉敷市に大雨警報
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肱川予警報（1/5）
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肱川 イベント

気象庁

大洲市 西予市指定河川洪水予報
警報等：
愛媛県

警報等：
大洲市

気象庁による、西日本と東日本における８日頃にかけての大雨について、厳重な警戒呼びかけ

2018-07-06 3:20
愛媛県に洪水
警報

2018-07-06 4:25

2018-07-06 4:49
大洲市に大雨警

報

2018-07-06 8:43

浸水の危険性が高いため、大
川地区、菅田地区に避難勧告

を発表

2018-07-06 9:05
柚木、久米、只越、五郎の各
地区に避難準備情報を発表

2018-07-06 9:55

大洲第二水位観測所（大
洲市）では、6日09時30分
頃に、「氾濫注意水位
（レベル２）」に到達し、
今後、水位はさらに上昇
する見込みです

2018-7-06 10:30
気象庁会見、今後の大雨特別警報を発表する可能性に言及（2014年7月沖縄の台風8号以来の事例）

http://www.jma.go.jp/jma/press/1807/06a/kaisetsu2018070610.pdf

2018-07-06 11:33

大洲第二水位観測所（大
洲市）では、当分の間、
「氾濫注意水位（レベル
２）」を超える水位が続
く見込みです

2018-07-06 14:35

大洲第二水位観測所（大
洲市）では、当分の間、
「氾濫注意水位（レベル
２）」を超える水位が続

く見込みです
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肱川予警報（2/5）

2018-07-06 17:35

大洲第二水位観測所
（大洲市）では、当分
の間、「氾濫注意水位
（レベル２）」を超え
る水位が続く見込みで

す

2018-07-07 2:32
大洲市に洪水警

報

2018-07-07 3:40
西予市宇和旧町地区に

避難勧告

2018-07-07 5:10
西予市野村地区に避難

指示

2018-07-07 5:20

大洲第二水位観測所
（大洲市）では、7日

05時00分頃に、避難準
備・高齢者等避難開始
等の発令の目安となる
「避難判断水位（レベ
ル３）」に到達しまし

た

2018-07-07 6:30
大和、上老松、沖浦、長浜の

各地区に避難勧告
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肱川予警報（3/5）

2018-07-07 7:30

大洲市災害対策本部から以下
の地域に避難指示が発令（菅
田・大川・大洲地区全域・菅
田・久米地区・久米地区只越
１区・久米地区只越２区・五
郎地区・肱南地区・沖浦地

区）。
大洲市災害対策本部から以下
の地域に避難指示が発令（八
多喜、南久米、平、平野、新
谷、柳沢、肱北、三善、上須
戒、菅田、出海、大和、櫛生、
須沢、白滝、豊茂、長浜）。

2018-07-07 8:35

大洲第二水位観測所
（大洲市）では、7日

08時20分頃に、避難勧
告等の発令の目安とな
る「氾濫危険水位（レ
ベル４）」に到達しま

した

2018-07-07 9:21

阿蔵地区暫定断
面堤防(左岸)付近
において氾濫

肱川では、阿蔵地区暫
定断面堤防(左岸)付近
において氾濫が発生し
ました。（レベル５）
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肱川予警報（4/5）

2018-07-07 11:40

東大洲暫定堤防
（右岸）、豊中
暫定堤防（左
岸）、八多喜暫
定堤防（右岸）、
出石暫定堤防
（左岸）、春賀
暫定堤防（右
岸）、白滝暫定
堤防（右岸）付
近において氾濫

阿蔵地区暫定断面堤防
(左岸)、東大洲暫定堤
防（右岸）、豊中暫定
堤防（左岸）、八多喜
暫定堤防（右岸）、出
石暫定堤防（左岸）、
春賀暫定堤防（右岸）、
白滝暫定堤防（右岸）
付近において氾濫が発
生しました。（レベル

５）

2018/07/07 18:30:00

大洲第二水位観測所
（大洲市）では、7日

18時00分頃に、避難勧
告等の発令の目安とな
る「氾濫危険水位（レ
ベル４）」を下回り、
今後、水位は下降する

見込みです

2018-07-07 19:45

大洲第二水位観測所
（大洲市）では、7日

19時20分頃に、避難準
備・高齢者等避難開始
等の発令の目安となる
「避難判断水位（レベ
ル３）」を下回り、今
後、水位は下降する見

込みです

2018-07-07 21:47
愛媛県に洪水注

意報
大洲市に洪水注

意報
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肱川予警報（5/5）

2018-07-07 23:36

大洲第二水位観測所
（大洲市）では、7日

23時00分頃に、「氾濫
注意水位（レベル

２）」を下回りました

2018-07-08 1:22
愛媛県に大雨警

報

2018-07-08 3:59
愛媛県に洪水警

報

2018-07-08 5:50
愛媛県に大雨特
別警報

2018-07-08 6:32
大洲市に洪水警

報

2018-07-08 10:01

大洲第二水位観測所
（大洲市）では、当分
の間、「氾濫注意水位
（レベル２）」を超え
る水位が続く見込みで

す

2018-07-08 13:56

大洲第二水位観測所
（大洲市）では、8日

13時30分頃に、「氾濫
注意水位（レベル

２）」を下回りました

2018-07-08 10:10  

＊宇和町岩木へ避難指
示（土砂災害のおそ
れ）

2018-07-08 14:50
大洲市に洪水注

意報
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4. 浸水被害状況
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浸水状況（真備町・高梁川・小田川）

26

狭窄部

狭窄部において
高梁川と小田川
が合流
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真備町の過去の水害の浸水域

2018年洪水 1893年洪水

1976年洪水1972年洪水

過去の洪水イベントにおける浸水域（左岸のみ）の比較．背景は1998年時点の地形図
今回（2018）の浸水域は1893（明治26）年洪水と同等であったことが分かる．

出典
2018年浸水域および破堤地点：国土交通省より作成
過去の浸水域および破堤地点：内田(2011)より作成
背景地形図：今昔マップ

：左岸破堤
：右岸破堤

27



http://hydro.iis.u-tokyo.ac.jp/
浸水域内の土地利用の変遷

2010年

1981年

1925年1897年
※青：2018年浸水域

1965年

1998年
翌年に井原鉄道開通

1970年頃までは水田を中心とした土地利用．その後急激に市街化．2018年浸水域：国土交通省より作成
背景地形図：今昔マップ

この間に
2回の水害
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浸水域内の土地利用基本計画

1971年に都市計画区域を設定．
浸水域内は市街化区域，市街化調整区域が混在．

2018年洪水の浸水域
地形図は1998年時点

土地利用基本計画

2018年浸水域：国土交通省より作成
背景地形図：今昔マップ
土地利用計画：倉敷市統合型GIS

（出典：倉敷市)
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浸水状況（肱川）

30

大洲市（中・下流部）
国土地理院による浸水推定段彩図公開

西予市野村町（上流部）
浸水被害の詳細不明
「肱川がはん濫し浸水被害が出
た西予市野村町野村では、多く
の建物が２階まで水につかり中
には５.４６メートルに達した住宅
もあった」（NHK NEWS WEB 7
月12日）

S肱川の浸水状況は、西予市野村町（上流）と大
洲市（中・下流）で傾向が異なる。
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浸水状況（肱川・大洲市）

31

狭窄部
狭窄部において肱川と
矢落川が合流
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浸水状況（肱川・大洲市）

32

S 肱川と矢落川の合流点付近から南に延びている排水路を中心
に、東西2つの灌漑地区になっている。この水路周辺の浸水深
が大きい

S 水田と山の間に承水路という排水路があり(西側が分かりやす
い。山からの流出が水田に入らないようにする役割)、この周辺
での浸水深も大きくなっている。

肱川

矢落川

排水路

承水路
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大洲市中心地の浸水域と用途図

狭窄部地点に二線堤※を設置
二線堤を境に用途地区が切り替え
è二線堤背後は主に工業地域
è浸水深の高いエリアは都市計画区域外
è水害を意識した土地利用
è今回は住居・商業地域まで浸水

※二線堤：本堤背後の堤内地に築造される堤防のことをいい、
控え堤、二番堤ともいわれます。万一、本堤が破堤した場合に、
洪水氾濫の拡大を防ぎ被害を最小限にとどめる役割を果たし
ます。（国土交通省HPより引用）

大洲市都市計画図

（出典：大洲市)

大洲市中心部の2018年浸水域と建物配置
二線堤

二線堤
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大洲市における過去の水害

梯ら(2014)のデータを基に，
googleマップ上に浸水回数を表示

今回の浸水範囲
（国土地理院）

1990-2010の
外水による
浸水履歴

S 大洲市で今回氾濫が発生した箇所は，規模は今回よりも小さい
ものの，過去何度か浸水被害が発生している，いわゆる水害常
襲地であった。

S 水害常襲地に関する調査（武藤ら，投稿準備中）においても，
住民が危険性を一定程度認識している可能性が示唆されていた
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真備町と大洲市における過去の水害

データ出典：真備町史(1979)，水害統計一般資産等水害統計基本表(1976~2016，2018)

1975 1980 1985 1990 1995 2000 2005 2010 2015 2020 

1670 1695 1720 1745 1770 1795 1820 1845 1870 1895 1920 1945 1970 1995 2020 

真備町

大洲市

真備町

大洲市

調査中

溢水・12棟浸水

真備町、大洲市とも狭窄部上流で本川と支川が合流する代表的な水害常襲地。
真備町では近世より水害を繰り返してきた。
大洲市では1976年以降15回、真備町では3回の外水氾濫。ただし、真備町の外水氾濫のうち1986年は
浸水12棟のみ。真備町では1976年以来の大規模浸水であったことが分かる。

大洲市と真備町における水害（外水氾濫）の記録（○：水害の記録のある年）

（年）

（年）

（1975年以降）
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真備町と大洲の建物被害の比較

倉敷市真備町 大洲市中心部（前掲浸水
図より菅田町を除く）

算出方法

浸水面積 9.2 ㎞2 6.0 ㎞2 ※国土地理院の推定浸水彩段図より算定

浸水量 1,471 万m3 1,371 万m3 ※浸水図と国土地理院の基盤地図情報より算定

浸水建物床面積 976,637 m2 488,757 m2 ※浸水図と国土地理院の基盤地図情報より算定

600 400 200 0 200 400 6003,000 2,000 1,000 0 1,000 2,000 3,000

大洲真備大洲真備

0-1

4-5

3-4

2-3

1-2

浸水深
(m)

浸水した建物の床面積の分布浸水面積の分布

浸水面積、浸水量はほぼ同等であるが、浸水した建物の床面積は2倍異なる
真備の建物の約8割は1-2mの浸水深に分布。一方、大洲は0-3mにほぼ均等に分布、且つ浸水
深2-3mの地域は工場等の大型施設
è水害に対する土地利用が浸水深ごとの被害分布に表れていると考えられる

(千㎡) (千㎡)
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肱川における被害の違いについて

S 肱川については、西予市野村町（上流）と大洲市（中・下
流）で被害の傾向が異なる。

S 大洲市の浸水範囲は西予市野村町よりも大きいが，両
市の死亡者数は同程度である（大洲市4名，西予市5名．
大洲市の2名は土砂災害による犠牲者と考えられてい
る）

S 野村町では洪水浸水想定区域が策定されておらず
(NHK NEWS 17日)住民の間での危険認識が高くなかっ
た可能性がある。その一方で，大洲市（肱川町除く）では
危険性が認識されていたようである（参考「【大洲・三善
地区】公民館に避難の住民ら、危機察知し高台へ」，愛
媛新聞13日）。大洲市で今回氾濫が発生した箇所（暫定
断面堤防）は，規模は今回よりも小さいものの，過去何
度か浸水被害が発生している，いわゆる水害常襲地で
あった。
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5. 東大生研試験的予警報システムの評価
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YEE-Japan (1km)による準リアルタイム解析

39

S JAXA/EORCと共同開発を行っているYEE-Japan は、Yesterday’s Earth at 
EORC(YEE)をベースに開発された領域高解像度の陸面シミュレーションモデルで
あり、氾濫面積や河川流量を1km解像度で準リアルタイムに出力することが可能。
気象庁数値予報データMSM-GPVを入力値として、H30西日本豪雨を対象とした河
川流量や氾濫面積などの解析を行った。

YEE：全球50km(河川25km)YEE-Japan：日本域1km

2018/7/7/0:00におけるYEE-Japan/YEEの氾濫面積の比較

全球版およびシステム仕様は
webサイトから公開中：

http://www.eorc.jaxa.jp/theme/water/

↑肱川周辺

高梁川周辺↓

[m2]
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高梁川・小田川

40

S 狭窄部（河川の合流地点）から氾濫していく様
子が大まかには表現されている。

S 国土地理院が映像情報から作成した浸水推
定域ともよく合致。

↑国土地理院による7/7の浸水
推定図 →
YEE-Japanによる7月7日0:00
の氾濫面積（左）と河川流量
（右）

[mm/day]

[m2] [m3/sec]

→
GPV(MSM)による7月6日12時
の降水量
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肱川

41

S 国土地理院が映像情報から作成した浸水推
定域ともよく合致。

S 合流部の直上流で大きな浸水が起こっている
様子も、ある程度表現できているといえる。

↑国土地理院による7/7の浸水
推定図

→
YEE-Japanによる7月7日午前7
時の氾濫面積（左）と河川流量
（右）の変化

[mm/day]

[m2] [m3/sec]

→
GPV(MSM)による7月6日午後
8時の降水量
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TDJPN（5km）による予測
42

• 東大生研では、DIASの支援を得て、気象庁MSMによる気象予報デー
タを用いた日本全国数値洪水予測（水平解像度5km）をリアルタイムで
試験的に実施中。（TDJPN；2018年7月時点非公開）

• このシステムでは、シミュレートされた河川水位がどの程度珍しいか
（再起年数）を定量化することで危険度を示している。

• システムの仕様の概要はP55に記載
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洪水予測結果

7/5/18:30 
倉敷市に大雨警報

7/5/19:40 
倉敷市に洪水警報

7/6/19:40 岡山県に大雨特別警報
7/6/21:50 氾濫危険水位に到達する見込み

7/5/9:00 7/6/0:00 7/6/12:00

1タイル = 1時間

洪水予測システムによる再起年予測

7/6/22:00 真備全域に避難勧告
7/6/22:20 避難判断水位に到達
7/6/22:40 倉敷に大雨特別警報

7/6/23:35 小田川南に避難指示

7/7/00:30 小田川で氾濫発生

実際の氾濫の39時間前から高い
再起年数の流量を予測

予
報
初
期
時
刻

7/6/11:30 倉敷市で避難準備・高
齢者等避難開始発令

7/7/00:30 小田川北に避難指示

時間

一つ一つの四角の中の数値は、再起年数
（〇〇年に1度）のレベルを示している
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肱川氾濫地点（大洲地区）での
洪水予測結果

7/6/08:43 大川・菅田に避難勧告
7/6/09:05 
柚木・久米・只越。五郎地区に避難
準備情報

7/6/09:55 氾濫注意水位に到達
7/7/02:32 大洲市に洪水警報

7/6/05:10 西予市野村地区に避難勧告
7/7/05:20 避難判断水位に到達

7/7/06:30 大洲市大和・上老松・
沖浦・長浜地区に避難勧告

7/5/18:00 7/6/0:00 7/6/12:00

1タイル = 1時間

洪水予測システムによる再起年数予測

7/7/07:30 大洲市で避難指示

7/7/08:35 氾濫危険水位に到達

7/7/09:21 阿蔵地区で氾濫発生

ピーク時刻にずれはあるものの、実際の氾濫
の27時間前から高い再起年数の流量を予測

予
報
初
期
時
刻

7/7/0:40 西予市宇和旧地区に
避難勧告

7/7/0:00 時間

7/6/03:20 愛媛県に洪水警報
7/6/04:45 大洲市に大雨警報

44



http://hydro.iis.u-tokyo.ac.jp/肱川氾濫地点（大洲地区）
近傍10㎞での洪水予測結果

7/6/08:43 大川・菅田に避難勧告
7/6/09:05 
柚木・久米・只越。五郎地区に避難
準備情報

7/6/09:55 氾濫注意水位に到達
7/7/02:32 大洲市に洪水警報

7/6/05:10 西予市野村地区に避難勧告
7/7/05:20 避難判断水位に到達

7/7/06:30 大洲市大和・上老松・
沖浦・長浜地区に避難勧告

7/5/18:00 7/6/0:00 7/6/12:00

1タイル = 1時間

洪水予測システムによる再起年予測

7/7/07:30 大洲市で避難指示

7/7/08:35 氾濫危険水位に到達

7/7/09:21 阿蔵地区で氾濫発生

ピーク時刻にずれはあるものの、実際の氾濫の
39時間前から高い再起年数の流量を予測

予
報
初
期
時
刻

7/7/0:40 西予市宇和旧地区に
避難勧告

7/7/0:00 時間

7/6/03:20 愛媛県に洪水警報
7/6/04:45 大洲市に大雨警報
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6. 考察・問題提起
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県別での人身被害と降水再起年数に関する考察

47

県平均最大24時間雨量の再起年数
情報元：NHK NEWS WEB ニュース特設
西日本豪雨
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• 死因によらず、死者数を県別にみたもの
と、県ごとで平均した24時間降水の再起
年数の分布はよく似ていた。統計的にど
れくらい珍しい雨が降ったかということ（い
わゆる「外力」の規模）が死者数の多さに
関係しているということは、直感的にもイ
メージしやすい。

• 外力規模と死者数に関係性が見えたとし
ても、ダムや堤防、予警報などの水害防
護が無力ということではない。各県が同
程度の防護レベルであるため見えてくる
関係と言える。これまでの防護施策に
よって、外力規模と死者数の関係がどう
変わってきているのか、検討することが
重要。

• 一方、降水規模を伝達する際には、「歴
代一位」などの表現は抑えて、再起年数
のような、過去の標準からみてどの程度
珍しいのかの指標を示しての注意喚起
のほうがより効果的かもしれない。

県平均最大24時間雨量の再起年数

死
者
数

広島

岡山

愛媛

福岡

県別での人身被害と降水再起年数に関する考察

佐賀

大阪

京都 兵庫
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真備町での死者数が多くなった理由の考察

S 土地利用に関する考察は別掲（P28･29）。
S 水害履歴に関する考察は別掲（P35）。
S 氾濫発生が夜間だった。

à 0時頃に大規模な氾濫が発生。 22時に避難勧告、23時頃より避難指示が
出された。 （ただし、同日19時台には大雨特別警報、20時台には指定河川
洪水予報レベル4が発令している。）

S 大雨による轟音などにより避難指示が十分聞き取れなかった可能性
がある。
à車両からアナウンスされていた避難指示が、大雨による轟音で明瞭に聞
こえず内容を十分聞き取れ無かったことが、避難判断を遅らせた一つの要
因だったという被災者の声（出典：7/12放送クローズアップ現代）

S 破堤から浸水、そして浸水位上昇の時間が極めて短かった可能性が
ある。
à破堤を伴っているため、浸水が急かつ多量だったことに加えて、浸水した
地域では小田川に向かって建物の間口を開いた家屋が多かったことも被害
が拡大した理由の一つと考えられる。 （参考：日経アーキテクチュア7/20記
事https://tech.nikkeibp.co.jp/atcl/nxt/column/18/00372/071700027/）
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「ただし書き操作」に関する考察

S 各地のダムは、これまで、異常洪水時防災操作（いわゆる「ただし書
き操作」＝ダムの決壊を防ぐために流入量と放出量を同じにする操
作）を回避するために、高いレベルの経験的技術を駆使してきた。

S 今回は降雨継続時間が長かったため、鹿野川・野村ダムでただし書
き操作が実施された。ただし書き操作の直前まではダムへの流入量
の多くを貯水して下流への放流を減らし、河川流量のピークを抑えて
いた。そのため、ただし書き操作の実施前後における、ダムから河川
への放出量の時間当たりの変化が非常に大きくなった。（野村ダムで
は、朝6時まで300m3/秒、6時20分には440m3/秒、6時40分には
1400m3/秒）

S ダムがただし書き操作を実施するタイミングを早めて、徐々に放流量
を増やすようにすれば良かったのか？その場合、急激な変化は回避
できる反面、結果的にただし書き操作をしないで済む降雨に関しても、
浸水被害を引き起こす可能性がある。住民の合意を得られるような操
作を検討する必要がある。
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浸水域内の土地利用の違いに関する考察

S 今回大規模に浸水した倉敷市真備町、大洲市中心部とも本川と支川が合流
する狭窄部上流部に位置している。（注：肱川では大洲市中心部と西予市野
村町で浸水被害が発生しているが，ここでは大洲市中心部のみを考える）

S 両地域とも歴史的に水害を繰り返す「水害常襲地」である。

S 真備町の浸水域は1893（明治26）年洪水と同等であり、1976（昭和51）年以
来の大規模な浸水であった。浸水域内は1970年代以降に市街化が進んだた
め多くの住民にとって初めての大規模浸水であったと考えられる。また浸水
域内は市街化区域と市街化調整区域が混在している。

S 大洲市は1976年以降、15回の浸水被害を経験しており、二線堤を設置し、そ
の南北で用途地域を切り替えるなど、水害への意識の高さが伺える。

S 両地域の浸水面積、浸水量はほぼ同等であるが、浸水した建物の床面積は
2倍異なる。

S 真備で浸水した建物の約8割は1-2mの浸水深に分布しているが、大洲は0-
3mにほぼ均等に分布し、且つ浸水深2-3mの地域は工場等の大型施設が立
地している。土地利用の違いが浸水被害の特徴に現れていると考えられる。

S 治水整備に合わせて、水害被害の軽減を目指した土地利用計画の必要性
が改めて示唆される。
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肱川での計画降水継続時間に関する問題提起

S肱川はハイドログラフと降水ピークのずれが短く、
下流の大洲第二観測所でも6時間程度。

S肱川の計画降雨継続時間は48時間であるが、
それでは、それより短時間での統計的に珍しい
非常に大きな降水を見逃しがちである（竹島・芳
村、投稿中）。実際計画降雨の6時間、12時間、
24時間積算雨量は100年確率値を下回っている
可能性が高い。こういった短時間雨量の影響を
調べ、計画に反映していく必要があるのでは。
（理由の詳細は次項）
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肱川での計画降水継続時間に関する問題提起
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• 計画降雨の6時間、12時間、24時間雨量は、それぞれ再起年数100年に対応する雨量を有意に下回っている。
すなわち、100年洪水に耐えうるとされる計画のはずが、短時間降雨に関しては条件を満たしていない。

• 今回の降雨は、偶然ながら計画降雨と波形がよく似ているが、雨量の絶対量は、6時間・24時間・48時間で上
回っている。しかし、6･12･24時間の降雨では100年に1度の規模の降水量には達していない。従って、100年に
一度の洪水に対して防護するという計画が完了していた場合、守られてしかるべき降水規模であった。しかし、
現実には改修途上であるため、そういった河川に関する計画降水は、今後、学術面・実用面からのさらなる検討
が望まれる

表：T時間最大積算雨量(T=6,12,24,48)
(1) 1990/9/13~1990/9/20の引き伸ばし降
雨 （計画降雨）
(2) 2018/7/1~2018/7/8の降雨
(3)~(5) 100年確率値（それぞれ一般化極
値分布, Gumbel分布, 三変数Weibull分
布. ）
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計画 今回

2018/7/1 ~ 2018/7/8 （今回）の降雨1990/9/13 ~ 1990/9/20 （計画降雨）

6�� 12�� 24�� 48��

(1) 1990�9� 105.0 mm 173.4 mm 212.2 mm 340.0 mm

(2) 2018�7� 122.0 mm 170.4 mm 256.0 mm 363.0 mm

(3) GEV 144.5 mm 213.5 mm 275.0 mm 335.0 mm

(4) Gumbel 154.6 mm 224.2 mm 300.1 mm 379.6 mm

(5) Weibull3 141.3 mm 207.5 mm 270.2 mm 332.1 mm
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我が国の洪水予警報に関する問題提起

S我が国では、世界的に見ても、極めて高いレベル
の水位観測網システムを有している。（かつリアル
タイムデータを一般に公開している）

S国交省・気象庁の指定河川洪水予報では、現状把
握とともに、数時間先（実質的には1-2時間先）の水
位を予測して各種の警報を発令している。

S しかしながら、現状として、豪雨のさなか、あるいは
河川増水のさなかの警報となることが多く、余裕を
もった避難につながっていないことも多い。

S （天気予報のように）十数時間、できれば数日先の
洪水予測が可能となれば、被害軽減に役立つであ
ろう。 （P42-45に24-40時間程度の予測可能性を示
した関連資料）
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（参考）肱川水系大洲観測所
55

●大洲観測所
肱川水系の基準地点
上流流域面積：984.0km2

（水系面積：1,210km2)
●河川整備計画
計画規模：1/100
計画降雨量：340mm/2日
基本高水流量：6,300m3/s
計画高水流量：4,700m3/s

・計画では、基本高水のうち1,600m3/sを野村
ダム、鹿野川ダム、その他洪水調節施設で調
節（肱川水系河川整備基本方針基本高水等
に関する資料（案）, 2003）
・大洲観測所の上流流域降雨が最大となる頃、
各ダムで2~3時間の間、数百～1,000m3/s程度
カット（溢水数時間前）
・洪水調節容量（洪水時）は確保していた。野
村ダムの治水容量は本来350万m3だが、600
万m3を事前に確保。しかしそれらを超える流
入のため一気に飽和。
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（参考）水系別人身被害と降水再起年数
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（参考）死亡要因内訳

S 消防庁発表資料
より再集計
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（参考）洪水予測システムの構成
気象入力（大気条件）： 気象庁メソ予報モデルGPV

モデル： MATSIRO（Takata et al., 2003）, CaMa-Flood（Yamazaki et al., 2011）
Ø MATSIROは熱・水収支を解き土壌水分や流出量を求める。

CaMa-Floodは流出量を河川として水平移動させる。

時空間解像度： 1-h/5km

予報時間： 39時間

予報頻度： 8回/日（00,03,06,09,12,15,18,21 UTC）

出力変数： 土壌水分・蒸発散量・水位・氾濫域面積・河川流量 etc.

予測初期条件： レーダー観測降水量を入力とした結果を用いる
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（参考）肱川でのダム操作規則変更の影響

S 平成8年（1996年）にダム操作規則を変更。中小規模洪水で
の被害軽減により重きをおいた操作規則となった。（大洪水
への効果が限定的になることは合意の上）
http://www.skr.mlit.go.jp/yamatosa/whatsnew/pdf/20051118.pdf

S 仮に、より大洪水の被害軽減に重きをおいて、野村ダムに
おいて流入量が800m3/秒になるまで洪水調節（ダム貯留）
を行わないとする場合、ただし書き操作に移るのは流入
ピーク（7時40分）より後の8時30分になり（実績では6時20分
から）、最大放出量は実績の約1800m3/秒（7時50分時点）
から約1300m3/秒（8時40分時点）に減らすことができる。

S 鹿野川ダムでも同様に、1500m3/秒になるまで洪水調節を
行わない場合、10時10分にただし書き操作移行（実績では
7時50分から）、最大放出量は実績約3700m3/秒（8時50分
時点）から約2700m3/秒（10時10分時点）に減らすことができ
る。（ただし流入に変化がない場合）

S 当然、降水が中小規模に終わった場合、ダムの効果はなく
なるし、何m3/秒で放出するのがベストかは、あくまでも結果
論。しかし、前もって降水が大規模になることがわかるなら
ば、そのような柔軟運用（降水予測に応じて、ダム貯留開始
のタイミングを変更する）も可能になるかもしれない。
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